
１　議案

　　議案第13号　福岡市議会議員及び福岡市長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する規程の一部を改正する規程案について

　　議案第14号　福岡市長選挙における選挙人名簿の選挙時登録の基準日

について

２　報告事項

① 令和４年度福岡市明るい選挙推進協議会総会について

② 政治活動のために使用する事務所に係る立札及び看板の類に表示

する証票の交付状況について

３　その他

今後の委員会開催予定日時

・令和４年８月19日（金）　午前10時30分

・令和４年９月５日（月）　午前10時30分

・令和４年９月20日（火）　午前10時30分

議 題

８月５日（金）　午前１０時３０分

令和４年　第１６回　福岡市選挙管理委員会



議案第13号 

福岡市議会議員及び福岡市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する規程の一

部を改正する規程案について 

 福岡市議会議員及び福岡市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する規程の一部を

改正する規程を次のように定める。 

  令和４年８月５日 

福岡市選挙管理委員会 

  委 員 長  稲  員  大 三 郎 

  福岡市議会議員及び福岡市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する規程の一

部を改正する規程 

福岡市議会議員及び福岡市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する規程（平成６

年福岡市選挙管理委員会規程第３号）の一部を次のように改正する。 

別記様式第４号の１備考第４項第２項中「15,800円」を「16,100円」に改める。 

 別記様式第５号の１備考第５項第１号ア（ア）中「７円51銭」を「７円73銭」に改め、

同号ア（イ）中「375,500円＋５円２銭」を「386,500円＋５円18銭」に改める。 

別記様式第５号の２備考第５項第１号ア（ア）中「310,500円＋525円６銭」を

「316,250円＋541円31銭」に改め、同号ア（イ）中「573,030円＋27円50銭」を「586,905

円＋28円35銭」に改める。 

別記様式第６号の１（別紙）その２の１中「15,800円」を「16,100円」に改める。 

 別記様式第６号の２（別紙）備考第２項第１号中「７円51銭」を「７円73銭」に改め、

同項第２号中「375,500円＋５円２銭」を「386,500円＋５円18銭」に改める。 

別記様式第６号の３（別紙）備考第３項第１号中「310,500円＋525円６銭」を

「316,250円＋541円31銭」に改め、同項第２号中「573,030円＋27円50銭」を「586,905円

＋28円35銭」に改める。 

附 則 

この規程は、公布の日から施行する。 
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（理由） 

 福岡市議会議員及び福岡市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改

正（令和４年６月23日福岡市条例第32号）に伴い、関係規程の様式中の金額を改める必要が

あるため。 
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議案第14号

 福岡市長選挙における選挙人名簿の選挙時登録の基準日について

 令和４年11月20日執行予定の福岡市長選挙における公職選挙法第22条第３項に規定する

選挙人名簿の選挙時登録の基準日を次のとおり定め、告示するもの。

  令和４年８月５日

 福岡市選挙管理委員会

  委 員 長  稲  員  大 三 郎

選挙時登録の基準日 令和４年11月５日

（理由）

公職選挙法第22条第３項及び同法施行令第14条第２項の規定による。
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（参考） 

今回の市長選挙において投票できる人

年 齢 要 件 住 所 要 件

平成16年11月21日までに生まれた人

（選挙期日令和４年11月20日による）

 令和４年８月５日以前から引き続き

本市の住民基本台帳に記録されていて、

本市のいずれかの区の選挙人名簿に登 

録されている人

(登録基準日令和４年11月５日による)

 ただし、投票日（期日前投票においては期日前投票をする日）までに市外に転出した人

や、選挙権を有しない人は投票できない。
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（関係法令）

○公職選挙法

（登録）

第22条 （略）

２ （略） 

３ 市町村の選挙管理委員会は、選挙を行う場合には、政令で定めるところにより、当該

選挙に関する事務を管理する選挙管理委員会（衆議院比例代表選出議員又は参議院比例

代表選出議員の選挙については中央選挙管理会、参議院合同選挙区選挙については当該

選挙に関する事務を管理する参議院合同選挙区選挙管理委員会）が定める日（以下この

条において「選挙時登録の基準日」という。）現在（当該市町村の選挙人名簿に登録さ

れる資格のうち選挙人の年齢については、当該選挙の期日現在）により、当該市町村の

選挙人名簿に登録される資格を有する者を当該選挙時登録の基準日に選挙人名簿に登録

しなければならない。 

４ （略）

○公職選挙法施行令

（登録日等の告示）

第14条 （略）

２ 法第22条第３項の選挙管理委員会、中央選挙管理会又は参議院合同選挙区選挙管理委

員会は、同項の規定による選挙人名簿の登録について、同項に規定する選挙時登録の基

準日を定めた場合には、直ちに当該選挙時登録の基準日を告示しなければならない。
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令和４年度

福岡市明るい選挙推進協議会 

総  会 

  日 時  令和４年７月 28 日（木） 午前 10 時 30 分～ 

  会 場  福岡市健康づくりサポートセンター（あいれふ） 

報告事項１
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次    第 

１ 開 会 

２ 議 題 

(1) 役員の改選

３ 報告事項 

(1) 令和３年度 福岡市明るい選挙推進事業報告

(2) 令和４年度 福岡市明るい選挙推進事業計画（案）

(3) 令和４年度 選挙時啓発について

４ 閉 会 
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目    次 

福岡市明るい選挙推進協議会規約・・・・・・・・・・・・・１頁 

福岡市明るい選挙推進協議会委員名簿・・・・・・・・・・・３頁 

令和３年度 福岡市明るい選挙推進事業報告・・・・・・・・４頁 

令和４年度 福岡市明るい選挙推進事業計画(案)・・・・・・６頁 

令和４年７月 10 日執行 参議院議員通常選挙啓発事業一覧・・８頁 

参考資料 

○令和３年度福岡市明るい選挙推進事業報告（別紙）

○せんきょかわら版 N  o.４４

○令和４年度 明るい選挙カレンダー

○セセウフ通信「ＣＥＣＥＵＦ ＪＯＵＲＮＡＬ」vol.７

○明るい選挙出前授業の動画周知チラシ

○福岡市で近年行われた主な選挙の投票率

○考える主権者をめざす情報誌「Ｖｏｔｅｒｓ」 ６５号、６８号
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福岡市明るい選挙推進協議会規約

（目的）  

第１条  この協議会は，選挙が選挙人の自由に表明する意思によって明るく行われ

るように常にあらゆる機会を通じて福岡市民の政治意識の向上と遵法精神の

高揚に努め，理想選挙の実現を図ることを目的とする。  

（名称）

第２条 この協議会は，福岡市明るい選挙推進協議会（以下「協議会」という。）

と称する。

（事務所）  

第３条 協議会の事務所は，福岡市選挙管理委員会事務局内に置く。

（事業）

第４条 協議会は，第１条の目的を達成するため福岡市選挙管理委員会と協力し，

社会教育団体と提携して次に掲げる事業を行う。

１ 話し合い活動に対し助言を行うこと。

２ 講演会，研修会，講座等を開催すること。

３ 調査・研究に関すること。

４ 選挙時における啓発事業の計画及び推進に関すること。

５ その他，目的達成上必要な事項。

（組織）

第５条 協議会は，委員若干人で組織する。

２  委員は，報道機関，青年団体，女性団体，社会教育団体，その他公共的団

体の代表者，区明るい選挙推進協議会の代表者及び学識経験者とする。  

（役員）

第６条 協議会に，次の役員を置く。

会 長 １人

副会長 ２人

２ 会長及び副会長は，協議会において委員の中から互選する。

（顧問）

第７条 協議会に，顧問を置くことができる。

２ 顧問は，協議会において推薦する。

３  協議会は，必要があると認めるときは，顧問の意見を求めるため，会議へ

の出席を要請することができる。  

（委員の就任及び辞任）

第８条 委員の就任及び辞任については，会長があらかじめ承認し，次の会議にお

いて報告し，その承諾を求めるものとする。
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（役員の職務権限）  

第９条  会長は会務を総理し，協議会を代表する。

２  副会長は会長を補佐し，会長に事故があるとき又は欠けたとき，その職務

を行う。

（任期）  

第 10 条  協議会の役員及び委員の任期は，いずれも２年とする。

ただし，再任は妨げない。

２  補欠によって就任した役員及び委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（会議）  

第 11 条  協議会の会議は，必要に応じ会長がこれを招集する。

２  協議会の会議の議長は，会長をもってあてる。

３  会議の議事は，出席者の過半数で決し，可否同数のときは議長の決すると

ころによる。

（他の機関との関係）

第 12 条 協議会が第４条に規定する事業を実施するにあたっては，福岡市選挙管理

委員会及び区明るい選挙推進協議会と密接な連絡協調をはかるものとする。

（庶務）  

第 13 条 協議会の庶務は，福岡市選挙管理委員会事務局において処理する。

（経費）

第 14 条  協議会の経費は，福岡市選挙管理委員会の明るい選挙推進事業費をもって

あてる。  

（その他）

第 15 条   この規約に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，会長の

定めるところによる。

  附     則  

  この改正規約は，昭和４８年７月１６日から施行する。

  附     則（昭和４９年３月２７日改正）  

  この改正規約は，昭和４９年３月２７日から施行する。

  附     則（平成２年４月２４日改正）  

  この改正規約は，平成２年４月２４日から施行する。

  附     則（平成１７年７月５日改正）  

  この改正規約は，平成１７年７月５日から施行する。
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任期　令和４年７月１日～令和６年６月３０日 

役　職 氏 名 区　分 所属団体・役職名

野　口　公　治 区 明 推 協 福岡市東区明るい選挙推進協議会会長

茅　嶌　清　実 区 明 推 協 福岡市博多区明るい選挙推進協議会会長

小　林　榮　治 区 明 推 協 福岡市中央区明るい選挙推進協議会会長

出　﨑　修　三 区 明 推 協 福岡市南区明るい選挙推進協議会会長

一　川　洋　一 区 明 推 協 福岡市城南区明るい選挙推進協議会会長

中　𡻅𡻅　祥　元 区 明 推 協 福岡市早良区明るい選挙推進協議会会長

岡 弘 区 明 推 協 福岡市西区明るい選挙推進協議会会長

細　川　勝　子 地域団体代表 福岡市七区男女共同参画協議会代表

實　原　隆　志 学識経験者 福岡大学法学部教授

古　相　正　美 学識経験者 中村学園大学教育学部教授

宗　像 優 学識経験者 九州産業大学地域共創学部教授

山　﨑 健 報 道 関 係 者 西日本新聞社編集局報道センター長

小　林 直 報 道 関 係 者 毎日新聞社西部本社編集局次長兼報道部長

吉　原 淳 報 道 関 係 者 読売新聞西部本社社会部長

相　沢　孝　義 報 道 関 係 者 ＮＨＫ福岡拠点放送局放送部制作専任部長

高　藤　秋　子 報 道 関 係 者 ＲＫＢ毎日放送報道局報道部長

西　村　香　織 報 道 関 係 者 ＫＢＣ九州朝日放送報道情報局次長兼報道情報センター長

川　島　泰一郎 報 道 関 係 者 ＴＮＣテレビ西日本報道部長

木　村 剛 報 道 関 係 者 ＦＢＳ福岡放送報道局報道部長

五十嵐　千　了 報 道 関 係 者 ＴＶＱ九州放送報道部長

（順不同、敬称略） 

福岡市明るい選挙推進協議会委員名簿

副会長

副会長

会長
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令和３年度福岡市明るい選挙推進事業報告

時期 場所

新規採用職員

新社会人

○ポスターの掲示
市内の高・大学や不動
産会社などに送付

○啓発物資の配布
市立高校４校の３年生
約１,２００名に配布

常時 公民館

ホーム
ページ

市政だより
12/15号と
同時配布

全区

適時

通年

指導学級41件
949名参加

⑤広告塔看板の設置

一
般
有
権
者
に
対
す
る
啓
発

①話し合い学級の実施

市役所

通年 区役所等

４月上旬
福岡商工
会議所

４月上旬

３～４月

高校
大学

専門学校
区役所等

④１８歳選挙権等に関する啓発

　住民票異動を呼びかけるポスターの掲示を依頼す
るとともに、市立高校４校の３年生に対して啓発物資
を配布

　若い有権者の意識向上のため、福岡商工会議所
が開催する「新入社員基礎講座2021」で啓発物資
の配布

①新入社員研修での啓発

　区役所、出張所の合計７か所の広告塔の設置
※R４.１月東区役所広告塔撤去

②ホームページでの情報発信

③「せんきょかわら版No.4４」の発行

④啓発物資の作成

　有権者の政治意識の向上を図るため、公民館を中
心として、身近な政治問題等をテーマに話し合う「話
し合い学級」を実施

対象・人数等

明るい選挙カレンダー

約85.4万部発行

事　業　内　容

　選挙管理委員会ホームページに選挙制度・選挙結
果等の情報を掲載

　明るい選挙の推進と有権者の政治意識の向上を
図るため「せんきょかわら版」を作成し、各世帯に配
布

　明るい選挙の啓発のため啓発物資を作成し、区役
所や学校、イベント等で配布

○定例会（月１回）
○明るい選挙出前授業

への参加
○セセウフ通信の発行
○研修会等への派遣
〇選挙時における啓発

・自主制作した動画を
市役所１階等で放映

・期日前投票所での
投票立会人従事
（市役所１階市民ﾛﾋﾞｰ)

新成人
12月
～１月

適時

②福岡市新規採用職員研修での啓発

③新成人への啓発
若
者
に
対
す
る
啓
発

　福岡市役所に新規採用された行政職員に啓発チラ
シの配布

　「はたちのつどい」のお知らせはがきに選挙啓発の
内容を記載することによる新成人への啓発を実施

   同世代の若者がボランティアとして明るい選挙啓
発事業の企画・立案、実施をすることで、若年層を始
めとする市民全体の選挙に対する意識の向上を図
るため、平成21年１月に発足したグループ
「CECEUF（セセウフ）」を育成

⑤福岡市明るい選挙推進グループの育成
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時期 場所事　業　内　容 対象・人数等

若
者
に
対
す
る
啓
発
（
学
校
教
育
と
連
携
）

⑥明るい選挙啓発ポスターコンクールの実施
募集

７～９月

作品展
12～２月

市役所
各区役所

市内小学校・中学校・高
等学校・特別支援学校の
児童・生徒
60校から580点の応募

　将来有権者となる児童・生徒の選挙への関心を高
めるとともに、有権者への啓発事業に活用するため
のポスターコンクールを実施

　小学６年生・中学生・高校生・大学生等を対象に模
擬選挙を取り入れた「明るい選挙出前授業」を実施

⑧生徒会役員選挙等への投票器材貸出

随時 中学校等

小学校１件
中学校20件
高校７件
特別支援学校10件
その他２件

　将来の有権者である中学生等の選挙・政治に関す
る意識の向上を図るため、実際に使用する投票箱や
記載台等の投票器材を貸出

⑦「明るい選挙出前授業」の実施

随時

小学校
中学校
高校

大学等

小学校
27校　2,403名参加

高校・特別支援学校
７校　1,907名

大学
１校　196名

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
運
営

　明るい選挙推進活動のより一層の活性化を図るた
め、市区ごとに総会を開催

市明推協委員20名
区明推協委員60名

①市・区明推協総会の開催

書面開催
市
区

②(公財)明るい選挙推進協会会議等参加

　明るい選挙推進と情報交換のため、（公財）明るい
選挙推進協会の主催する会議等に参加
①選挙啓発事務担当者研修会
②地域コミュニティフォーラム
③明るい選挙リーダーフォーラム
④代表者会議・全国フォーラム

①中止

②12月14日

③1月27日

④３月9日

①東京都

②福岡県

③神戸市
（オンライン）

④東京都

①市選管職員

②区選管職員

③市明推協会長
市選管職員

④市明推協会長
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令和４年度福岡市明るい選挙推進事業計画

時期 場所

○定例会（月１回）
○明るい選挙出前授業
への参加
○セセウフ通信の発行
○研修会等への派遣
〇選挙時における啓発

20歳の人
12月
～１月

適時

②福岡市新規採用職員研修での啓発

③20歳の人への啓発
若
者
に
対
す
る
啓
発

　福岡市役所に新規採用された行政職員及び消防
職員に啓発冊子の配布

　「はたちのつどい」のお知らせはがきに選挙啓発の
内容を記載することによる、20歳の人への啓発を実
施

   同世代の若者がボランティアとして明るい選挙啓
発事業の企画・立案、実施をすることで、若年層を始
めとする市民全体の選挙に対する意識の向上を図
るため、平成21年１月に発足したグループ
「CECEUF（セセウフ）」を育成

⑤福岡市明るい選挙推進グループの育成

②ホームページでの情報発信

③「せんきょかわら版No.45、46」の発行

④啓発物資の作成

　有権者の政治意識の向上を図るため、公民館を中
心として、身近な政治問題等をテーマに話し合う「話
し合い学級」を実施

対象・人数等

明るい選挙カレンダー

約86.8万部（各号）
発行見込

事　業　内　容

　選挙管理委員会ホームページに選挙制度・選挙結
果等の情報を掲載

　明るい選挙の推進と有権者の政治意識の向上を
図るため「せんきょかわら版」を作成し、各世帯に配
布

　明るい選挙の啓発のため啓発物資を作成し、区役
所や学校、イベント等で配布

⑤広告塔看板の設置

一
般
有
権
者
に
対
す
る
啓
発

①話し合い学級の実施

市役所

通年 区役所等

４月
6～８日

福岡商工
会議所

4月

３～４月

高校
大学

専門学校
区役所等

④１８歳選挙権等に関する啓発

　住民票異動を呼びかけるポスターの掲示を依頼す
るとともに、市立高校４校の３年生に対して啓発物資
を配布

　若い有権者の意識向上のため、福岡商工会議所
が開催する「新入社員基礎講座2022」で啓発の実
施

①新入社員研修での啓発

　区役所、出張所の合計5か所の広告塔の設置

新規採用職員
行政職員約270名
消防職員42名

新社会人150名

○ポスターの掲示
市内の高・大学や不動産
会社などに送付予定
○啓発物資の配布
市立高校４校の３年生
約１,２００名の配布

常時 公民館

ホーム
ページ

市政だより
11/1号、

4/1号（R5）
と同時配布

全区

適時

通年

計画45学級（5７回）
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時期 場所

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
運
営

　明るい選挙推進活動のより一層の活性化を図るた
め、市区ごとに総会を開催

市明推協委員20名
区明推協委員60名

①市・区明推協総会の開催

７～９月
市
区

②(公財)明るい選挙推進協会会議等参加

　明るい選挙推進と情報交換のため、（公財）明るい
選挙推進協会の主催する会議等に参加
①選挙啓発事務担当者研修会
②地域コミュニティフォーラム
③明るい選挙リーダーフォーラム
④代表者会議・全国フォーラム

①９月頃

②12月頃

③１月頃

④３月頃

①未定

②佐賀県

③岡山市

④東京都

①市選管職員

②区選管職員

③市明推協会長
市選管職員

④市区明推協会長
市区選管職員

若
者
に
対
す
る
啓
発
（
学
校
教
育
と
連
携
）

⑥明るい選挙啓発ポスターコンクールの実施
募集

７～９月

作品展
12～２月

市役所
各区役所

市内小学校・中学校・高
等学校・特別支援学校の
児童・生徒

　将来有権者となる児童・生徒の選挙への関心を高
めるとともに、有権者への啓発事業に活用するため
のポスターコンクールを実施

　小学６年生・中学生・高校生・大学生等を対象に模
擬選挙を取り入れた「明るい選挙出前授業」を実施

　出前授業の動画を作成し、市（教育委員会）ホーム
ページの「福岡ＴＳＵＮＡＧＡＲＵ Ｃｌｏｕｄ」で公開。各
学校での出前授業の実施や、授業の補助教材として
活用

⑧生徒会役員選挙等への投票器材貸出

随時 中学校等 実施校募集中　将来の有権者である中学生等の選挙・政治に関す
る意識の向上を図るため、実際に使用する投票箱や
記載台等の投票器材を貸出

⑦「明るい選挙出前授業」の実施

随時

小学校
中学校
高校

大学等

実施校募集中

事　業　内　容 対象・人数等
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１ ポスター等各種広告物 

啓発項目 内  容 

ポスター 
公共施設、市営地下鉄掲示板、大学、短大、専門

学校に掲示 

横断幕・懸垂幕 本庁、区役所、出張所に設置 

大型グラフィックポスター 市役所西側壁面に掲示（４m×10m） 

大型画面・ＰＲボード 
市競艇場、市総合図書館、市民福祉プラザの電光

掲示板に表示 

地下鉄電光表示器 市営地下鉄各駅の駅構内電光表示器に表示 

のぼり 本庁、区役所、出張所等に掲示 

大型グラフィックポスター のぼり 地下鉄電光表示器 

参議院議員通常選挙啓発事業（実施報告） 

新聞広告やテレビ、ラジオＣＭなど全国又は県域を対象とした広範囲のも

のは国、県が実施 

 市は、主として市内地域に密着した啓発事業として、各種広告物の掲示、

若者向け啓発事業などを実施 

期 間：６月 22日（水）～７月 10日（日） 
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２ 配布物、メディア等 

啓発項目 内 容 

投票所入場整理券 約 129万通 

選挙公報 約 85万世帯 

市政だより 情報 BOX、記事面、下帯記事に掲載 

市メールマガジン 6/23号、7/7号に記載 

市 twitter 随時、選挙期日の案内等を配信 

参院選特設サイト 選挙に関する情報発信、動画の掲載等 

３ 若者向け啓発事業 

(1) 高校生による選挙啓発

① 市営地下鉄駅構内放送

雙葉高校、西南学院高校、城南高校の生徒が、投票を呼びかける内容の音声

を収録し、市営地下鉄駅構内（全 35駅、１日 17回）で放送 

② 投票事務従事体験

市立高校の生徒 11人が、７月２日（土）及び７月３日（月）の中央区役所、

城南区役所、早良区役所、西区役所、福翔高校の期日前投票所で投票事務に

参加 

(2) 大学生による選挙啓発

① 投票立会人に従事

明るい選挙推進グループ「セセウフ」が、７月２日（土）～７月９日（土）

の市役所１階期日前投票所で、投票立会人に従事 

② 啓発動画の作成

市役所１階デジタルサイネージ、ソラリア街頭ビジョン、ＪＲ博多シティ

ビジョンで放映 

福岡市動画サイト「福岡チャンネル」、参院選特設サイトで配信 

投票立会人従事 ＪＲ博多シティビジョン 
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〇令和３年10月31日執行　衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査　

90
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報告事項２ 

 
   政治活動のために使用する事務所に係る立札及び看板の類に表示する証票の交付状

況について 

 

 令和８年６月30日を有効期限とする政治活動のために使用する事務所に係る立札及び看

板の類の表示として用いる証票を前回報告以後下記のとおり交付した。 

 

記 

 

交付数 

 １ 市議会議員選挙 

  (1) 候補者等用       ３人（全交付数 61人） 

 

  (2) 後援団体用       １団体（全交付数 62団体） 

 

 ２ 市長選挙 

  (1) 候補者等用       ０人（全交付数 ０人） 

 

  (2) 後援団体用       ０団体（全交付数 ０団体） 
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